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１．はじめに 

 
国土交通省では，「建設 CALS 整備基本構想」を策

定した平成 8 年度から，CALS/EC の取組みを開始して

おり，組織間・プロセス間で公共事業に関する情報の

交換・共有・連携を図り，コスト縮減，品質確保，公

共事業執行の効率化を目指している。CALS/EC は，情

報の電子化，通信ネットワークの利用，情報の共有化

の 3 要素からなり，効果として公共事業の受・発注手

続きが透明になる，業務の効率が高まる，国民と行政

との対話が促進される，現場作業の改善される，等が

期待されており，現在では電子入札や電子納品が運用

されている。しかしながら，これらは入札契約，設計・

施工といった公共事業プロセスの一部の縦断的な運用

であり，計画・調査，設計・積算，施工，維持管理と

いった一連プロセスの横断的な運用には至っていない。

例えば，設計成果として設計図面，数量計算結果等を

電子媒体に保存し納品することになっているが，設計

の次工程である積算での利活用が十分なされていない

状況である。これら電子情報を横断的に利用していく

ことは，効率的な公共事業執行に不可欠であり，各プ

ロセス間における電子情報の交換・共有・連携が求め

られている。 
本稿は，公共事業の一連のプロセスのうち，電子情

報の効率的な利用が可能と考えられる，設計から積算

のプロセス間に着目し，効率的な電子情報の連携とい

う観点から，積算における技術面・制度面での提案を

行い，これを踏まえた今後の土木工事積算システムの

展望について述べるものである。 
 

２．設計から積算への情報連携に関する現状課題 

 

現行の公共土木工事積算では，設計成果である数量

集計表※1をもとに，また，設計図面や施工計画，工程

計画等を総合的に判断しつつ，積算に必要な条件を整

理し積算システムへ入力している。つまり，複数の設

計成果をもとに積算しており，換言すると積算に必要

な情報はその大半が設計成果に盛り込まれている。 
よって，設計から積算のプロセス間における情報連

携では，設計成果の情報と積算に必要な情報が合致し

ていること，および，設計成果の情報を積算システム

で容易に取り込むことが可能であること，が必要とな

る。現在，積算に必要な情報を電子化した数量集計表

については，そのまま積算システムで取り込めるデー
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タになっていない状況である。 
数量集計表のデータがそのまま積算システムで利用

することができない（情報の連携ができない）理由と

して，①数量集計に必要な項目と積算に必要な条件が

異なっている，②数量集計表にはなく単価を算出する

ためだけの施工条件等の項目が存在する，等があげら

れる。 
一方，積算システムでそのまま利用できるデータが，

数量集計表に存在しているにも係わらず，積算システ

ム側にデータを取り込む機能がない，といった理由も

ある。数量集計表のデータが積算システムへ提供され

ることによって，公共事業執行の効率化が図られると

考えられる。 
設計成果としての数量集計表は，積算だけを対象と

したものではなく，設計成果の照査や出来形確認，工

事の施工管理での利用も目的としている。現行の数量

集計表は，積算に必要な条件を全て網羅しているとは

限らない。 
ここで，函渠工（構造物単位）の積算を例にとり，

設計成果にもとづく数量集計表の項目と，積算に必要

な条件とを比較し，設計から積算のプロセス間に生じ

得る情報連携上の課題について整理した。比較結果を

表－１，２に示す。 
表-１ 設計成果にもとづく数量集計表の項目 

数量集計表の項目 区分 
コンクリート規格 

函渠 
高さ，幅の範囲 

 
表-２ 積算に必要な条件と数量集計表との互換性 

積算に必要な条件 数量集計表 
との互換性注 1 

生コンクリート規格 
歩掛区分（高さ，幅の範囲） 

あり 

足場工および養生工 
特別な養生 
雑工種 
生コンクリート夜間割増の有無 
圧送管の組立・撤去 
圧送管延長 

なし 

注 1：数量集計表の項目と，積算に必要な条件が一致しているもの

を互換性あり。不一致のものを互換性なしと判定した。 

設計成果にもとづく数量集計表の項目と，積算に必

要な条件を比較した結果，次のように区分できる。 
 
（１）積算に必要な条件と数量集計表との互換性があ

る項目 
数量集計表の項目と積算に必要な条件が一致してお

り，情報連携が可能な項目としては，①設計成果であ

る数量集計表から効率的な情報連携が可能なもの（表

－２の生コンクリート規格，歩掛区分が該当）がある。 
 

（２）積算に必要な条件と数量集計表との互換性がな

い項目 
数量集計表の項目と積算に必要な条件が一致してい

ないため，情報連携が不可能な項目としては，②現場

の施工条件や施工計画に関するもの（表－２の圧送管

の組立・撤去，圧送管延長が該当）,③施工時期，時間

に関するもの（表－２の特別な養生，生コンクリート

の夜間割増が該当）がある。 
また，④として設計と積算（施工）の対象範囲が異

なる場合,いわゆる工区分割では，数量集計表の数量を

そのまま積算へ情報連携することができなくなるため,

①に区分した項目についても，効率的な情報連携が困

難になる場合もある。 

さらに,情報連携が不可能な項目としては，設計成果

で補足できると考えられるもの（施工計画に関するも

の），行政側の予算等の関係から積算者のみにしか判

断できないもの（施工時期，施工時間）に区分できる。 
次にこれらの課題を整理し，技術面･制度面からの情

報連携に関する提案を述べる。 
 
３．現状課題に対する解決策の提案 
 
先の結果を表－３に整理し，各区分について解決策

の提案を行う。 
①数量集計表の項目と積算条件が同じもの 
 数量集計表の項目と積算システムへの入力データが

同じであり，数量集計表から積算システムへの情報連

携が可能と考えられる。現在，今後とも積算者の判断

は不要である。課題としては，数量集計表で入力した

データを積算システムへ再度入力しており，二度手間

になっていることがあげられる。したがって，積算シ

ステムへのデータ提供方法に配慮する必要がある。デ

ータ提供にあたり，現行の数量集計表はエクセルで作

成されていることから，汎用的な CSV 形式や XML 形

式によるテキストデータが望ましい。なお，CALS/EC
の一端であり，情報公開に対応しやすい XML 形式が

適していると考えられる。 
一方，積算システムでは提供データを取り込むため

の機能改良や，提供データを取り込む新規ツールの開

発等が必要となる。 
 

②数量集計表の項目と積算条件が異なるもの 

（施工条件に関するもの） 

 施工に関する積算条件は，積算者の判断に基づき積

算システムへ入力している。設計成果には施工計画も

盛り込まれており，積算に必要な条件を予め数量集計

表に設定することで，情報連携が可能となる。また，

積算条件の大括り化により，現場の施工条件によらな

い積算条件で単価を算出することも考えられる。 
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例えば，ユニットプライス型積算方式（以下、ユニ

ットプライス方式という）では，調達の考え方として

「モノを作る（プロセス重視）」積算から「モノを買

う（アウトプット重視）」積算へ転換を図っており，

仕様規定のみならず性能規定にも対応できる積算方式

としている。 
先の函渠工の例では，圧送管の組立・撤去の有無，

圧送管の延長は，積算者がコンクリートの打設方法を

想定（積算で設定している条件なので，受注者の施工

方法を拘束するものではない）しており，求める性能

が満足するのであれば施工方法は問わないとするのが，

ユニットプライス方式の基本的な考え方である。ユニ

ットプライス方式における函渠工の積算条件を表－４

に示す。 
ユニットプライス方式における函渠工の積算条件は，

施工に関する区分はなく，性能を求める積算条件とな

っている。ユニットプライス方式の推進により，施工

条件に関する積算条件がなくなるので,数量集計表か

ら積算システムへのデータ提供が容易になると考えら

れる。 

なお，全ての工種がユニットプライス方式に適して

いる訳ではないため，ユニット化に向いていない工種

は，積算実績等の使用頻度から標準的な積算条件を予

め設定しておくことで，情報連携が可能になると考え

られる。 

表-４ ユニットプライス型積算方式の積算条件 
積算条件 区分 

函渠断面積 
4ｍ2 未満 
4ｍ2 以上 

コンクリート総体積 500ｍ3 未満 
500ｍ3 以上 

特殊養生の有無 
無し 
有り（練炭） 
有り（ジェットヒータ） 

 

③数量集計表の項目と積算条件が異なるもの 

（施工時期・施工時間に関するもの） 

 施工時期・施工時間については，発注者の予算執行

や早期供用に関係するため，設計段階で判断すること

は困難であり，また判断すべきものではない。したが

って，例えユニットプライス方式を導入しても，表－

４に示した特殊養生の有無や，夜間作業等の施工時期･

施工時間に関するものは発注者による判断が必要であ

り，設計から積算への情報連携にはなじまない。 

 

④数量集計表の項目と積算条件が異なるもの 

（数量に関するもの（工区分割等）） 

 工区分割については，全体数量は変わることはなく，

施工区間の数量を分割する作業である。現在では設計

図面から工区分割による概算積算数量の算出機能を有

する市販ソフトウェアも流通しており，CAD データか

区分 
現行積算システムへの 

データ連携状況 
今後の情報連携のための解決策 

今後の 

積算者の判断

①数量集計表の項目と積算

条件が同じもの 

同じ内容を積算システムへ

入力（二度手間） 

自動入力とする（積算システムへのデータ提

供） 

②施工条件に関するもの 積算者が判断し入力 

・設計者が行う施工計画を積算条件にリンク

させる 

・積算条件の大括り化（ユニットプライス化）

を推進する 

不要 

③施工時期・施工時間に関

するもの 

発注時期等を勘案して積算

者が判断し入力 
予算等の関係もあるため，発注者判断は残る 

④数量に関するもの（工区

分割等） 
発注者が判断し入力 

全体数量は変わらないため，ツール等による

対処とする 

必要 

表－３ 設計から積算への情報連携のまとめ 

図－１ 数量集計表から積算へのイメージ 

数量集計表

XMLデータの取込機能
設計 積算

数量集計表のXMLデータ
積算システム

単価表
検討資料，単価表の出力

合意単価のDB
（積算実績DB）

設計へのフィードバック
相場観からの検討・判断

請負代金内訳書
合意書等

CAD図面

CAD図面の読込み，
集計表の自動作成

XMLデータの自動作成

函体断面積 コンクリート総体積 特殊養生の有無

無し

有り（練炭）

有り（ジェットヒータ）

無し

有り（練炭）

有り（ジェットヒータ）

無し

有り（練炭）

有り（ジェットヒータ）

無し

有り（練炭）

有り（ジェットヒータ）

場所打函渠工
(構造物単位）

4m2未満

4m2以上

コンクリート規格函渠

500m3未満

500m3以上

500m3未満

500m3以上

数量レベル3 レベル5レベル4
積算条件

レベル3,レベル4,レベル5,積算条件,,,数量
,,,函体断面積,コンクリート総体積,特殊養生の有無,
“場所打函渠工(構造物単位）”,
函渠,コンクリート規格,4m2未満,500m3未満,無し,54
,,,,,有り（練炭）,
,,,,,有り（ジェットヒータ）,
,,,,500m3以上,無し,
,,,,,有り（練炭）,
,,,,,有り（ジェットヒータ）,
,,,4m2以上,500m3未満,無し,173
,,,,,有り（練炭）,
,,,,,有り（ジェットヒータ）,
,,,,500m3以上,無し,
,,,,,有り（練炭）,
,,,,,有り（ジェットヒータ）,

XMLデータの
自動取込

ユニットプライス化
によるデータ
入力型積算および
価格判定の
ための情報提供

数量集計表のXMLデータ化

単価表の即時表示

函体断面積
コンクリート

総体積

特殊養生の

有無
最大 最小 平均

無し 34,000 36,000 33,000 34,500

有り（練炭） 34,600 36,500 33,500 34,800

有り（ジェッ

トヒーター）
35,200 37,000 34,000 35,500

単価
参考単価

ｍ3

工種

函渠工 4m2以上 500ｍ3以上

積算条件
単位

単価情報票

函体断面積 コンクリート総体積 特殊養生の有無

無し 34,000 5,882,000

有り（練炭） 34,600 5,985,800
有り（ジェットヒーター） 35,200 6,089,600

ｍ3 173

数量 金額工種
積算条件

単位 単価

函渠工 4m2以上 500ｍ3以上

数量集計表

XMLデータの取込機能
設計 積算

数量集計表のXMLデータ
積算システム

単価表
検討資料，単価表の出力

合意単価のDB
（積算実績DB）

設計へのフィードバック
相場観からの検討・判断

請負代金内訳書
合意書等

CAD図面

CAD図面の読込み，
集計表の自動作成

XMLデータの自動作成

函体断面積 コンクリート総体積 特殊養生の有無

無し

有り（練炭）

有り（ジェットヒータ）

無し

有り（練炭）

有り（ジェットヒータ）

無し

有り（練炭）

有り（ジェットヒータ）

無し

有り（練炭）

有り（ジェットヒータ）

場所打函渠工
(構造物単位）

4m2未満

4m2以上

コンクリート規格函渠

500m3未満

500m3以上

500m3未満

500m3以上

数量レベル3 レベル5レベル4
積算条件

レベル3,レベル4,レベル5,積算条件,,,数量
,,,函体断面積,コンクリート総体積,特殊養生の有無,
“場所打函渠工(構造物単位）”,
函渠,コンクリート規格,4m2未満,500m3未満,無し,54
,,,,,有り（練炭）,
,,,,,有り（ジェットヒータ）,
,,,,500m3以上,無し,
,,,,,有り（練炭）,
,,,,,有り（ジェットヒータ）,
,,,4m2以上,500m3未満,無し,173
,,,,,有り（練炭）,
,,,,,有り（ジェットヒータ）,
,,,,500m3以上,無し,
,,,,,有り（練炭）,
,,,,,有り（ジェットヒータ）,

XMLデータの
自動取込

ユニットプライス化
によるデータ
入力型積算および
価格判定の
ための情報提供

数量集計表のXMLデータ化

単価表の即時表示

函体断面積
コンクリート

総体積

特殊養生の

有無
最大 最小 平均

無し 34,000 36,000 33,000 34,500

有り（練炭） 34,600 36,500 33,500 34,800

有り（ジェッ

トヒーター）
35,200 37,000 34,000 35,500

単価
参考単価

ｍ3

工種

函渠工 4m2以上 500ｍ3以上

積算条件
単位

単価情報票

函体断面積 コンクリート総体積 特殊養生の有無

無し 34,000 5,882,000

有り（練炭） 34,600 5,985,800
有り（ジェットヒーター） 35,200 6,089,600

ｍ3 173

数量 金額工種
積算条件

単位 単価

函渠工 4m2以上 500ｍ3以上
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ら数量集計の自動化の観点から,ツールによる対処が

望ましい。 

以上より，設計から積算への情報連携に関する現状

課題に対して,解決策の提案をまとめると次のとおり

である。 

①数量集計表の項目に，積算に必要な条件を追加 
②積算条件の大括り化（のユニットプライス化） 
③工区分割による数量計算･集計ツールの開発 
④数量集計表の XML データ化，積算システムの XML

データ取込み機能の追加 
 

４．情報連携の効率化による土木工事積算の展望 

 
（１）数量集計表から積算へのイメージ 

数量集計表から積算へのイメージを図－１に示す。 

数量集計表から積算への情報連携（データ互換）

が容易になることから，数量計算･数量集計表の作成

後，直ちに工事費の算定が可能となる。 

ただし，施工時期・施工時間に関するものについ

ては，設計後直ちに設計者が判断することができな

いが，積算システムに入力していた積算条件数が激

減するため,積算者は施工時期･施工時間のみの入力

となる。 

 

（２）工事費の即時算定による今後の展望 

工事費が即時に算定できることにより，積算者は

細別毎の単価や全体工事費を直ちに把握することが

できる。一方，積算に必要な現場の施工条件を判断

することよりも，求まる単価や全体工事費そのもの

に注視できることとなり，積算者は価格の相場観を

備えることが必要となる。 

 

５．まとめ 

 
数量集計表の XML 化，積算システムの XML データ

取込み機能の追加により，設計から積算のプロセス間

で効率的な情報連携が可能となる。また，ユニットプ

ライス方式の導入を推進していくことにより，現行積

算システムが“積算条件の入力による単価算定”から

“積算条件データの取込みによる単価算定”となり，

積算業務の簡素化・効率化が図られることとなる。 
また，データ取込み型の積算システムとなることで，

施工時期・施工時間といった要素を除く単価，または

全体工事費が即時に算出可能となり，積算者が積算に

必要な施工条件を判断するよりも，求まる単価や全体

工事費そのものに注視することが必要となる。 
その結果，積算者は工種または細別ごとの単価や工

事費の相場観を養う必要があり、今後の土木工事積算

システムでは過去の積算実績データから, 図－１に示

すような参考単価（平均値，最小値，最大値等）とし

ての情報も即時に提供できるような機能の開発も望ま

れるところである。 
 
６．おわりに 
 
本稿では，公共土木工事における計画・調査，設計・

積算，施工，維持管理といった一連のプロセスのうち，

設計から積算のプロセス間に着目し，積算における技

術面･制度面での提案と土木工事積算システムの展望

について述べた。プロセス全てを見通した場合，プロ

セスの一部で収束し，次工程への情報連携がなされて

いない電子データが存在している状況である。例えば，

設計のプロセスにおける，CAD データから数量計算･

数量集計，積算から施工のプロセス間での情報連携，

施工から維持管理のプロセス間，維持管理から計画で

の情報連携等がある。連携可能な電子データは次工程

に生かされるべきであり，その結果，コスト縮減や品

質向上につながるものと期待できる。 
また，情報連携による公共事業執行の効率化は，便

益の早期発現のみならず，計画へのフィードバックも

可能であり，効率的な社会資本の整備が図られると期

待できる。 
一方，ユニットプライス方式に代表される調達の考

え方の改革は，積算システムにも追随させるべきと考

える。これからの積算システムは，歩掛や施工条件を

入力して，単価を積み上げるような「積算システム」

ではなく，数量や単価算出条件のデータを自動で取り

込み，単価および工事費を即時に算定し，アウトプッ

トから単価や工事費の相場を判断し，コスト感覚を養

うような「工事費算定システム」になるであろう。 
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